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１
．
は
じ
め
に

昨
年
よ
り
政
府
は
、
攻
め
の
農
林
水
産
業
推
進
本
部

を
立
ち
上
げ
、
ま
た
、
農
林
水
産
業
・
地
域
が
将
来
に

わ
た
っ
て
国
の
活
力
の
源
と
な
り
、
持
続
的
に
発
展
す

る
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
幅
広
く
検
討
を
進
め
て
い

る
。
そ
し
て
平
成
25
年
５
月
に
は
総
理
大
臣
を
本
部
長

と
す
る
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
本
部
を
設
置

し
た
。
現
在
農
林
水
産
省
は
、
農
政
の
４
つ
の
改
革
を

主
体
に
農
業
政
策
を
大
き
く
転
換
す
る
政
策
を
展
開
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
今
年
１
月
か
ら
は
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
計
画
の
改
定
作
業
が
始
ま
り
、
今
年
度
末
に

は
新
た
な
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
る
。

一
方
、
こ
れ
ら
の
農
政
の
展
開
を
支
え
る
べ
き
技
術

開
発
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
３
月
に
農
業
農
村
整
備

の
た
め
の
技
術
開
発
計
画
が
定
め
ら
れ
た
が
、
さ
ら
に

加
速
す
る
た
め
に
総
合
科
学
技
術
会
議
が
先
導
し
て
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立
ち
上
げ
、
農
業

農
村
整
備
に
関
係
し
た
分
野
で
は
、
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
、
防
災
・
減
災
、
水
管
理
な
ど
が
府
省
連
携
の

研
究
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
平
成
20
年
前
後
は
地
方

分
権
議
論
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、国
営
事
業
の
存
在
意
義（
１
）

が
問
わ
れ
た
時
期
が
あ
っ
た
が
、
現
在
は
あ
ま
り
正
面

か
ら
議
論
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
内
外
の
状
況
を
み
る
と
、
農
業
・
農
村
政
策
実
現

の
た
め
に
国
の
果
た
す
べ
き
役
割
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
の

施
策
実
現
に
貢
献
し
て
き
た
農
村
工
学
研
究
所
等
の
研

究
開
発
機
関
の
役
割
も
改
め
て
検
討
す
る
時
期
に
来
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
技
術
開
発
と
人
材

育
成
の
視
点
か
ら
改
め
て
国
営
事
業
の
存
在
意
義
と
研

究
機
関
の
役
割
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

２
．
国
土
の
複
雑
性
と
極
端
現
象
の
常
襲
化

わ
が
国
は
、
南
北
２
０
０
０
㎞
と
幅
広
く
、
そ
の
位

置
、
地
形
、
地
質
、
気
象
な
ど
の
国
土
・
自
然
条
件
か

ら
、
地
震
、
台
風
、
集
中
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
に
対

し
脆
弱
な
国
土
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
上
に
稠
密
な
社

会
経
済
が
営
ま
れ
て
い
る
。

国
土
面
積
は
全
世
界
の
０
・
25
％
に
過
ぎ
な
い
が
、

世
界
に
お
け
る
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
額
の
約
17
％
を

占
め
、
う
ち
農
林
水
産
業
関
係
が
約
50
％
。
ま
た
、
国

土
の
約
40
％
は
農
業
生
産
に
不
利
で
災
害
が
発
生
し
や

す
い
火
山
灰
性
粘
性
土
や
軟
弱
地
盤
。
こ
れ
ら
の
点
は

欧
米
先
進
国
と
決
定
的
に
異
な
る
国
土
条
件
と
な
っ
て

い
る
。（
図
︱
１
︱
１
、
１
︱
２
参
照
（
２
））

そ
の
脆
弱
性
に
加
え
て
、
日
本
の
平
均
気
温
も
世
界

の
平
均
気
温
と
同
様
、
変
動
を
繰
り
返
し
な
が
ら
上
昇

し
て
お
り
、
長
期
的
に
は
１
０
０
年
あ
た
り
１
・
15
℃

の
割
合
で
有
意
に
上
昇
し
て
い
る
（
図
︱
２
参
照
（
３
））。

さ
ら
に
こ
れ
に
関
連
し
て
、
極
端
な
降
水
現
象
の
変

化
と
し
て
、
日
降
水
量
１
０
０
㎜
以
上
の
日
数
及
び
日

降
水
量
２
０
０
㎜
以
上
の
日
数
の
変
化
傾
向
を
み
る

と
、
い
ず
れ
も
有
意
な
増
加
傾
向
が
見
ら
れ
、
長
期
的

に
は
そ
れ
ぞ
れ
１
０
０
年
あ
た
り
０
・
25
日
、
０
・
04

日
の
割
合
で
増
加
し
て
い
る
（
図
︱
３
参
照
（
３
））。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年
が
経
過
し
た
が
、

首
都
圏
の
地
下
で
は
東
日
本
大
震
災
前
か
ら
大
地
震
を

起
こ
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
蓄
積
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
地
殻

国
営
事
業
の
意
義
と
研
究
機
関
の
役
割
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変
動
の
観
測
か
ら
わ
か
っ
て
い
る
。
ま
た
震
災
後
、
東

日
本
全
域
の
地
下
の
応
力
の
バ
ラ
ン
ス
が
変
わ
り
、
関

東
で
は
全
体
的
に
は
地
下
の
ひ
ず
み
が
増
す
方
向
に
働

い
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
現
在

の
首
都
圏
は
約
２
０
０
年
の
地
震
活
動
サ
イ
ク
ル
の
中

間
点
に
あ
り
、
そ
う
遠
く
な
い
将
来
、
静
穏
期
か
ら
活

動
期
へ
と
移
り
、
阪
神
大
震
災
を
も
た
ら
し
た
よ
う
な

Ｍ
７
級
の
直
下
地
震
が
起
き
る
可
能
性
が
高
ま
る
こ
と

に
な
る
。
一
つ
前
の
活
動
期
の
前
半
で
起
き
た
Ｍ
７
級

は
、
幕
末
の
１
８
５
５
年
の
安
政
江
戸
地
震
で
、
そ
の

前
年
に
は
安
政
東
海
地
震
と
い
う
大
地
震
が
起
き
て
い

る
。
近
い
将
来
、東
南
海
地
震
や
南
海
地
震
の
発
生（
安

政
東
海
地
震
の
再
来
）
が
予
想
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
、

首
都
圏
に
お
い
て
も
地
震
活
動
の
推
移
に
よ
り
一
層
、

注
意
が
必
要
に
な
る
。

農
業
水
利
施
設
の
保
全
・
管
理
、
農
地
の
保
全
に
お

い
て
も
、
地
域
に
応
じ
て
多
様
な
地
質
が
存
在
し
、
地

球
温
暖
化
に
よ
る
気
象
の
極
端
現
象
の
常
襲
化
が
加
わ

り
、
ま
た
大
規
模
地
震
発
生
可
能
性
が
増
大
す
る
と

い
っ
た
国
土
の
脆
弱
性
を
踏
ま
え
て
今
ま
で
以
上
に
高

度
な
技
術
を
必
要
と
し
て
い
る
。

３
．
国
営
事
業
の
果
た
し
て
き
た
役
割

（
１
）
国
土
の
主
要
な
穀
倉
地
帯
を
開
拓
、
高
い
生
産
性

土
地
改
良
事
業
は
、「
水
と
土
」（
４
）、
す
な
わ
ち
農
業

用
水
、
農
地
、
農
業
用
用
排
水
施
設
等
の
生
産
基
盤
を

整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
業
生
産
性
の
向
上
や
営
農

条
件
の
改
善
等
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
全
国
で
実
施
し

て
き
た
国
営
事
業
地
域
は
、
全
水
田
面
積
２
４
７
万
ha

図―１―２　アメリカ大陸の地質
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の
42
％
、
全
畑
面
積
２
０
８
万
ha
の
30
％
を
占
め
、
全

体
で
も
36
％
の
面
積
を
占
め
て
い
る
。
し
か
も
、
農
業

産
出
額
は
国
営
事
業
地
域
以
外
と
比
較
し
て
35
％
増
加

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
内
生
産
の
約
５
割
を
占
め
る

農
地
を
整
備
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
「
水
と
土
」
そ
し
て
そ
れ
を
支
え
て
き
た
人
々

の
知
恵
は
、「
水
土
の
知
」と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。「
生

存
基
盤
の
健
全
な
維
持
に
と
っ
て
は
、
そ
の
基
礎
に
あ

る
水
と
土
を
〈
循
環
の
原
理
〉
に
即
し
て
健
全
に
維
持

す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。」
と
し
て
循
環
の
営
み

を
通
じ
て
培
わ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

取
組
は
、
食
料
安
全
保
障
や
国
土
保
全
と
い
っ
た
国
レ

ベ
ル
の
公
共
財
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
ま

た
、
洪
水
防
止
、
防
火
用
水
や
生
活
用
水
と
し
て
の
利

用
、
親
水
機
能
、
景
観
、
生
物
多
様
性
の
保
全
な
ど
の

地
域
公
共
財
と
し
て
の
役
割
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
農

地
及
び
農
業
水
利
施
設
は
私
的
財
、
地
域
公
共
財
、
国

レ
ベ
ル
の
公
共
財
と
い
う
混
合
財
的
な
性
格
を
持
つ
社

会
的
共
通
資
本
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
様
々
な
技
術
開

発
を
も
た
ら
し
、「
食
を
支
え
る
水
と
土
の
再
生
・
創
造
」

と
し
て
国
民
に
対
す
る
社
会
貢
献
を
果
た
し
て
い
る
。

（
２
）
技
術
開
発
の
体
系

こ
の
技
術
開
発
は
、国
営
事
業
が
主
体
と
な
り
調
査
、

計
画
、
設
計
、
施
工
、
管
理
に
至
る
各
段
階
及
び
総
合

的
な
視
点
に
よ
り
革
新
的
、
先
導
的
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。
国
営
事
業
の
現
場
は
、
各
段
階
に
お
い
て
発

生
す
る
技
術
的
課
題
に
、
よ
り
効
率
的
、
効
果
的
な
対

策
技
術
を
研
究
機
関
な
ど
と
の
連
携
に
よ
り
実
践
し
、

新
た
な
技
術
革
新
を
生
ん
で
い
る
。

国
営
事
業
の
実
施
に
よ
り

培
わ
れ
て
き
た
技
術
は
、
国

家
基
準
（
計
画
基
準
、
設
計

基
準
、
管
理
基
準
）
の
整
備

に
つ
な
が
り
、
そ
れ
が
全
国

的
な
技
術
の
統
一
性
に
結
び

つ
い
て
い
る
。
そ
れ
を
都
道

府
県
は
準
用
し
て
い
る
。
ま

た
、
こ
れ
ら
の
国
家
基
準
が

国
際
的
な
技
術
協
力
の
基
本

と
な
っ
て
い
る
。（
図
︱
４

参
照
）

（
３
）
役
割
分
担
に
よ
る
緻
密
な
管
理
運
営

国
営
事
業
に
つ
い
て
は
、「
わ
が
国
の
食
料
生
産
の

中
核
を
担
う
大
規
模
か
つ
優
良
な
農
業
地
域
に
お
い

て
、
総
合
的
に
集
積
し
た
高
度
な
技
術
を
活
用
す
る
も

の
に
重
点
化
」
し
て
お
り
、
そ
の
効
果
は
「
生
産
者
の

み
な
ら
ず
、
消
費
者
を
含
め
広
く
国
民
に
及
ぶ
」
こ
と

か
ら
、「
全
国
的
な
見
地
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
基
礎
的

ま
た
は
広
域
的
な
事
業
」（
中
央
省
庁
等
改
革
基
本
法

第
46
条
）に
該
当
す
る
事
業
と
し
て
整
理
さ
れ
て
き
た
。

国
営
事
業
に
付
帯
す
る
補
助
事
業
、
あ
る
い
は
規
模

の
比
較
的
小
さ
い
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
創

意
工
夫
を
活
か
し
た
効
率
的
な
整
備
を
図
る
た
め
、
補

助
金
を
都
道
府
県
に
一
括
交
付
し
地
区
別
の
配
分
を
都

道
府
県
の
裁
量
で
実
施
す
る
よ
う
に
し
た
統
合
補
助

金
、
成
果
目
標
評
価
や
市
町
村
自
ら
の
提
案
に
よ
る
事

業
内
容
も
助
成
で
き
る
こ
と
と
し
た
村
づ
く
り
交
付
金

な
ど
、
地
方
裁
量
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

（
４
）
技
術
開
発
の
役
割

技
術
開
発
を
通
じ
て
生
ま
れ
る
効
果
は
、
水
資
源
循

環
や
農
地
資
源
の
有
効
活
用
等
を
主
体
と
し
た
調
査
か

ら
設
計
、
施
工
管
理
に
わ
た
る
低
コ
ス
ト
化
、
効
率
性

と
な
っ
て
発
現
し
て
い
る
。
そ
の
牽
引
力
と
な
っ
て
い

る
の
は
国
営
事
業
と
研
究
機
関
と
の
連
携
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
新
技
術
の
開
発
が
適
応
さ
れ
る
国
営
事

業
の
効
率
化
は
、
我
が
国
の
穀
倉
地
帯
の
よ
り
高
い
生

産
性
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
最
終
的
に
は
生
産
費
の

削
減
に
直
結
し
て
国
民
に
還
元
さ
れ
て
い
る
。

４
．
社
会
的
共
通
資
本
の
保
全
管
理
は
国
の
責
務

平
成
25
年
12
月
、
国
土
交
通
省
の
社
会
資
本
整
備
審

議
会
・
交
通
政
策
審
議
会
は
、
維
持
管
理
・
更
新
に
関

す
る
現
状
と
課
題
を
踏
ま
え
、
今
後
目
指
す
べ
き
社
会

資
本
の
維
持
管
理
・
更
新
の
方
向
性
、
戦
略
的
な
維
持

管
理
・
更
新
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
及
び
国
土
交

通
省
等
が
重
点
的
に
講
ず
べ
き
具
体
的
施
策
に
関
し
て

大
臣
に
答
申
し
た
。

こ
の
中
で
、社
会
資
本
の
維
持
管
理
は
「
国
の
責
務
」

と
位
置
づ
け
、
所
管
の
施
設
の
維
持
管
理
・
更
新
だ
け

で
は
な
く
地
方
公
共
団
体
な
ど
が
模
範
と
な
る
よ
う
、

基
準
の
整
備
や
制
度
化
を
行
う
と
共
に
、
地
方
公
共
団

体
へ
の
技
術
者
や
技
能
者
の
育
成
等
支
援
に
も
言
及
し

て
い
る
。
ま
た
、
計
画
的
に
進
め
て
い
く
上
で
、
必
要

な
予
算
の
確
保
、
予
算
の
平
準
化
を
図
る
こ
と
を
提
案

し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
農
業
農
村
整
備
の
分
野
で
は
、
土

地
改
良
長
期
計
画
に
お
い
て
、「
土
地
改
良
事
業
の
実

図―４　現在の技術基準の体系

調査

技 術 開 発

計画 設計 施工 管理

新たな国家基準の設定と技術革新
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施
に
当
た
っ
て
は
、
国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
、
土
地

改
良
区
、
集
落
等
が
適
切
な
役
割
分
担
の
下
、
生
産
基

盤
等
の
整
備
・
保
全
管
理
を
効
率
的
に
推
進
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
地
方
と
の
役
割
分
担
に

関
し
て
は
、
地
方
分
権
改
革
推
進
法
（
平
成
18
年
法
律

第
１
１
１
号
）
の
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
国
の
役
割

を
広
域
的
な
優
良
農
業
地
域
の
形
成
の
た
め
の
基
幹
的

農
業
用
用
排
水
施
設
等
に
限
定
し
、
末
端
施
設
に
つ
い

て
は
、
地
域
の
自
主
性
・
自
立
性
に
任
せ
、
各
主
体
が

相
応
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。
国

が
担
う
べ
き
役
割
に
つ
い
て
は
、「
国
際
社
会
に
お
け

る
国
家
と
し
て
の
存
立
に
か
か
わ
る
事
務
」、「
全
国
的

に
統
一
し
て
定
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
国
民
の
諸
活

動
」、「
全
国
的
な
規
模
で
若
し
く
は
全
国
的
な
視
点
に

立
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
施
策
及
び
事
業
の
実

施
」
を
重
点
的
に
担
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
こ
う
し
た
国
の
担
う
べ
き
役
割
に
即
し
て
、
国
は
、

食
料
の
安
定
供
給
と
と
も
に
農
業
生
産
活
動
が
も
た
ら

す
地
下
水
涵
養
や
洪
水
防
止
等
の
多
面
的
機
能
の
十
分

な
発
揮
の
た
め
、
わ
が
国
農
業
の
持
続
的
な
発
展
と
農

村
の
振
興
を
図
る
た
め
の
施
策
を
総
合
的
に
策
定
し
実

施
す
る
責
務
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
、
農
業
農
村
整
備

事
業
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
社
会
的
共
通
資
本
に

お
い
て
も
国
の
責
務
は
大
き
な
も
の
が
あ
る
。

５
．
技
術
開
発
計
画
と
国
営
事
業

こ
の
よ
う
な
役
割
を
有
し
て
い
る
国
営
事
業
も
社
会

状
況
の
変
化
と
と
も
に
、
そ
の
質
の
転
換
を
求
め
ら
れ

て
い
る
。
平
成
25
年
３
月
に
答
申
さ
れ
た
農
業
農
村
整

備
の
た
め
の
技
術
開
発
計
画
（
５
）
で
は
、
土
地
改
良
長

期
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
７
つ
の
政
策
目
標
を
達
成

す
る
た
め
、
分
野
ご
と
の
技
術
開
発
の
目
標
や
こ
れ
を

達
成
す
る
た
め
の
取
組
等
が
具
体
的
に
示
さ
れ
て
お

り
、
幅
広
い
学
術
分
野
の
連
携
の
促
進
、
開
発
機
関
と

の
役
割
分
担
の
明
確
化
と
連
携
の
強
化
、
情
報
提
供
体

制
の
整
備
、
事
業
に
お
け
る
普
及
の
促
進
、
技
術
開
発

の
進
捗
状
況
の
把
握
、
現
場
に
お
け
る
技
術
開
発
の
効

果
の
検
証
な
ど
が
適
切
に
な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

策
定
し
て
い
る
。

こ
こ
で
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
計
画
を

策
定
す
る
背
景
に
は
、従
来
の
施
策
の
延
長
で
は
な
い
、

認
識
の
転
換
と
ビ
ジ
ョ
ン
の
明
確
化
、
そ
し
て
共
有
化

が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま

で
技
術
開
発
の
牽
引
役
を
果
た
し
て
き
た
国
営
事
業
を

主
体
に
今
後
の
技
術
開
発
の
あ
る
べ
き
方
向
性
に
つ
い

て
述
べ
て
み
た
い
。

（
１
）
動
的
技
術
開
発
の
必
要
性

前
記
し
た
よ
う
に
、
現
在
の
農
業
・
農
村
は
大
き
な

転
換
点
に
あ
る
。
農
林
水
産
省
審
議
会
の
農
業
農
村
整

備
部
会
で
は
、
平
成
25
年
度
は
今
後
の
農
村
の
変
化
を

踏
ま
え
た
農
業
農
村
整
備
に
つ
い
て
、
農
村
に
お
け
る

人
口
減
少
・
高
齢
化
や
更
な
る
構
造
政
策
の
進
展
等
の

農
村
社
会
の
変
化
及
び
集
中
豪
雨
等
に
よ
る
災
害
脆
弱

性
の
高
ま
り
及
び
農
業
水
利
施
設
の
老
朽
化
が
一
層
進

む
中
で
、
農
業
農
村
整
備
を
実
施
し
て
い
く
際
に
留
意

す
べ
き
課
題
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

農
業
農
村
整
備
事
業
は
、
食
料
の
安
定
供
給
と
い
う

産
業
政
策
と
農
村
地
域
の
活
性
化
と
い
う
地
域
政
策
を

担
っ
て
い
る
が
、
現
在
の
状
況
は
こ
れ
ま
で
の
事
業
の

延
長
上
で
は
対
応
で
き
な
い
激
変
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ

と
を
前
提
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

私
は
、
そ
れ
を
支
え
る
の
は
「
動
的
技
術
開
発
」（
６
）

と
考
え
て
い
る
。
今
後
の
農
村
人
口
、農
業
就
業
人
口
、

経
営
形
態
な
ど
を
予
測
し
、
あ
る
べ
き
農
業
・
農
村
の

姿
を
描
い
て
そ
こ
に
求
め
ら
れ
る
技
術
を
開
発
す
る
。

こ
こ
に
は
、
指
数
関
数
的
な
、
時
と
し
て
不
連
続
な
変

化
が
あ
り
、
現
在
の
状
況
の
単
純
な
延
長
線
上
で
は
計

れ
な
い
社
会
が
あ
る
。
最
近
、
国
内
の
科
学
技
術
開
発

の
方
向
も
、従
来
の
基
礎
、応
用
、実
用
化
と
い
う
フ
ォ

ア
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
型
の
研
究
開
発
か
ら
、
あ
る
べ
き図―５　動的技術開発の概念図

時間スケール

変
革
の
度
合
い

現在 2050年

集落の人口

・気候変動リスク

変
化
す
る
時
代
を
読
み
取
り
そ
こ

に
対
応
す
る
技
術
を
開
発
す
る

・作物適地の北上速度

・世界人口
・病害虫の発生と
北上リスク

農地面積

動的技術開発のターゲットをいつに設定するかが重要
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未
来
の
形
を
決
め
て
そ
れ
に
必
要
な
技
術
を
開
発
す
る

バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
型
の
研
究
開
発
に
移
行
す
る

傾
向
が
あ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
農
業
農
村
工
学

分
野
は
、
食
料
生
産
の
基
本
で
あ
る
農
業
と
そ
れ
を
育

む
水
土
を
通
じ
て
、
生
命
を
律
す
る
《
循
環
の
原
理
》

に
関
わ
っ
て
き
た
。
水
土
の
全
体
性
を
理
解
し
、
科
学

／
技
術
に
成
果
を
蓄
積
し
て
い
る
。
こ
の「
水
土
の
知
」

を
生
か
し
た
循
環
の
営
み
が
農
村
社
会
の
あ
る
べ
き
姿

で
あ
り
、そ
れ
が
「
動
的
技
術
開
発
が
も
た
ら
す
農
業
・

農
村
の
方
向
」で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。（
図
︱
５
参
照
）

（
２
）
国
営
事
業
の
今
後
の
役
割

①
流
域
管
理

国
営
事
業
は
単
に
地
区
内
だ
け
で
は
な
く
、
流
域
全

体
の
農
業
・
農
村
の
形
を
決
め
る
基
盤
で
あ
り
、
農
村

に
お
け
る
様
々
な
活
動
は
基
盤
の
内
容
に
大
き
く
左
右

さ
れ
る
。
農
村
社
会
が
大
き
く
変
貌
す
る
中
で
、
水
資

源
の
再
配
分
は
も
と
よ
り
、
農
地
の
活
用
方
法
、
地
域

の
防
災
・
減
災
対
策
は
流
域
全
体
を
み
て
管
理
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
か
つ
て
は
、
均
一
な
望
ま
し
い
農
業

経
営
を
モ
デ
ル
に
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
今
後

は
多
様
な
経
営
形
態
、
地
域
固
有
の
個
性
あ
る
農
業
や

地
域
の
営
み
が
生
ま
れ
る
。
そ
の
た
め
、
流
域
全
体
を

通
じ
た
富
の
再
配
分
の
在
り
方
は
、
従
来
に
も
増
し
て

需
給
バ
ラ
ン
ス
や
資
源
循
環
に
配
慮
し
た
取
組
が
求
め

ら
れ
る
。

特
に
水
資
源
、
農
地
資
源
の
保
全
・
管
理
を
通
じ
て

国
は
多
様
な
要
望
に
応
え
る
責
務
が
あ
る
。
農
業
構
造

な
ど
の
変
化
に
伴
う
作
期
の
変
更
な
ど
作
付
時
期
の
多

様
化
、
直
播
や
深
水
灌
漑
な
ど
の
栽
培
技
術
の
進
化
、

飼
料
米
の
台
頭
、
干
ば
つ
や
豪
雨
、
異
常
高
温
な
ど
気

候
変
動
に
伴
う
水
管
理
の
変
化
に
よ
る
水
需
要
の
多
様

化
は
こ
れ
ま
で
の
地
区
内
の
課
題
で
は
対
処
で
き
る
も

の
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
を
先

導
す
る
国
土
経
営
役
と
し
て
の
技
術
力
が
国
営
事
業
に

は
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、
湛
水
被
害
の
防
止
や
水
質

の
保
全
な
ど
健
全
な
水
循
環
、
生
態
系
保
全
、
地
域
再

生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
、
多
面
的
機
能
の
発
揮
も
地
区

間
の
補
完
機
能
を
基
本
に
流
域
単
位
で
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

②
建
設
か
ら
更
新
の
時
代

現
在
の
国
営
事
業
は
、
２
期
、
３
期
事
業
と
い
う
当

初
に
建
設
し
た
施
設
の
再
編
、
更
新
を
行
う
も
の
が
主

体
と
な
っ
て
い
る
。
農
地
や
施
設
の
整
備
を
行
っ
て
も

時
代
の
経
過
と
と
も
に
、
施
設
は
老
朽
化
し
、
農
地
の

装
備
も
古
く
な
る
。
そ
の
た
め
、
一
定
期
間
を
経
過
し

た
地
区
は
再
編
を
含
む
更
新
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
は
、
建
設
か
ら
更
新
に
技
術
の
対
応
が
変
わ
っ
て
き

た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

③
現
行
の
計
画
・
設
計
・
管
理
基
準
の
新
た
な
方
向

現
在
の
計
画
・
設
計
・
管
理
基
準
類
は
、
基
本
的
に

は
規
模
の
大
小
は
あ
る
も
の
の
地
区
単
位
内
で
の
整
備

や
管
理
を
進
め
る
た
め
の
基
準
で
あ
る
。
し
か
し
、
現

在
は
、
維
持
管
理
・
保
全
・
再
生
と
い
う
更
新
の
時
代

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
監
視
が
重
要
で
あ

り
、
そ
の
評
価
に
基
づ
い
た
優
先
順
位
付
け
が
重
要
に

な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
の
優
先
順
位
に
は
地
区
内

は
も
と
よ
り
、
水
資
源
循
環
の
機
能
を
踏
ま
え
た
流
域

全
体
か
ら
見
極
め
ら
れ
る
技
術
力
が
必
要
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
こ
れ
に
は
廃
止
す
る
農
業
水
利
施
設
や
農

地
も
含
ま
れ
る
た
め
、
将
来
を
見
据
え
た
地
域
振
興
戦

略
が
必
要
と
な
る
。（
図
︱
６
参
照
）

（
３
）
土
地
改
良
区
の
新
た
な
役
割

社
会
資
本
が
概
成
し
、
経
済
も
成
熟
化
す
る
中
で
、

国
民
の
意
識
も
多
様
化
し
、
今
や
農
業
集
落
の
９
割
が

非
農
家
と
な
っ
て
い
る
。
農
業
者
も
大
規
模
経
営
か
ら

兼
業
農
家
、
家
庭
菜
園
的
農
家
な
ど
多
様
化
し
、
集
落

の
共
同
意
識
も
弱
体
化
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
多
様
化
し
て
い
る
農
村
社
会
に
お
い
て

活
動
し
て
い
る
リ
ー
ダ
ー
は
、
土
地
改
良
区
関
係
者
で

は
な
く
、
自
治
会
を
主
体
と
し
た
組
織
に
い
る
傾
向
が

強
い
。
土
地
改
良
区
の
活
動
は
、
自
治
会
に
限
ら
ず
、

新
た
な
挑
戦
を
行
う
様
々
な
組
織
と
協
働
す
る
仕
組
み

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

図―６　新たな技術基準の体系

優先順位設計

新たな国家基準の設定と技術革新

機能診断日常管理

技 術 開 発

流域データの蓄積・更新・評価・監視

再生施工 日常管理

廃止･取り壊し
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勝
山
氏
の
調
査
（
７
）、（
８
）
に
よ
れ
ば
、
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
で
は
、
水
資
源
の
有
効
利
用
の
た
め
に
水
譲
渡

制
度
が
あ
る
が
、
農
業
水
利
の
譲
渡
可
能
量
は
作
物
の

蒸
発
散
量
以
内
と
し
、
他
の
利
用
者
の
権
利
を
侵
害
し

な
い
こ
と
、
生
態
系
保
護
の
手
続
き
や
地
域
経
済
へ
の

影
響
評
価
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
州
政
府
は
、
安

全
、
清
潔
、
安
心
な
飲
料
水
の
供
給
に
関
す
る
法
律
を

作
り
、
干
ば
つ
対
策
、
生
態
系
保
護
、
海
岸
の
保
護
や

森
林
再
生
、
魚
道
の
改
善
、
地
下
水
保
全
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。
つ
ま
り
、
多
様
な
関
係
者
が
参
加
し
て
水
資

源
の
保
全
・
管
理
に
携
わ
っ
て
い
る
。
歴
史
や
風
土
の

異
な
る
事
例
を
そ
の
ま
ま
わ
が
国
に
あ
て
は
め
る
必
要

は
な
い
が
、
わ
が
国
で
も
、
農
業
用
水
と
い
う
限
ら
れ

た
概
念
の
運
営
に
は
農
村
社
会
の
多
様
化
も
あ
り
、
ま

た
、
水
資
源
の
有
す
る
多
様
な
機
能
を
積
極
的
に
活
用

し
、
社
会
的
共
通
資
本
の
果
た
す
役
割
を
果
た
す
た
め

に
も
現
行
の
在
り
方
を
見
直
す
べ
き
時
期
に
来
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
む
し
ろ
、
積
極
的
に
多
様
な
住
民
参

加
に
よ
る
地
域
資
源
管
理
組
織
と
し
て
再
生
す
る
こ
と

が
今
後
の
役
割
を
発
揮
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

６
．
技
術
開
発
・
人
材
育
成
の
推
進
に
関
わ
る

農
工
研
等
の
取
組
に
つ
い
て

前
記
し
た
よ
う
な
国
営
事
業
の
新
た
な
役
割
を
果
た

し
て
い
く
た
め
に
は
、
流
域
の
特
徴
を
踏
ま
え
、
俯
瞰

で
き
る
人
材
育
成
と
効
率
的
な
技
術
開
発
が
不
可
欠
で

あ
る
。

（
１
）
求
め
ら
れ
て
い
る
視
点

農
業
農
村
整
備
事
業
は
、
も
は
や
単
独

の
目
標
で
は
な
く
、
農
業
・
農
村
振
興
と

い
う
産
業
政
策
と
地
域
政
策
の
た
め
の
手

段
で
あ
り
、
他
の
施
策
と
連
携
し
て
効
果

が
大
き
く
生
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。
平
成

26
年
度
予
算
の
概
要
を
み
る
と
、
農
政
の

４
つ
の
改
革
等
26
予
算
の
骨
格
は
、
ほ
と

ん
ど
他
局
や
他
府
省
の
政
策
と
連
携
し
て

取
り
組
む
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
例
え

ば
、
強
い
農
業
の
た
め
に
は
、
水
資
源
課
、

農
地
資
源
課
、
防
災
課
、
農
村
整
備
官
な

ど
農
村
振
興
局
各
課
の
施
策
と
と
も
に
、

生
産
局
各
課
、
経
営
局
各
課
、
技
会
な
ど

の
施
策
、
さ
ら
に
、
厚
労
省
、
経
産
省
、

環
境
省
の
施
策
と
も
連
携
す
る
構
図
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
技
術
開
発

分
野
で
も
同
様
で
あ
り
、
他
府
省
の
研
究

機
関
と
連
携
し
て
、
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
、
防
災
・
減
災
、
水
管
理
な
ど
に
つ

い
て
役
割
分
担
と
連
携
に
よ
る
研
究
開
発

速
度
の
加
速
化
と
効
率
性
を
図
ろ
う
と
し

て
い
る
。（
図
︱
７
参
照
）

例
え
ば
、
防
災
・
減
災
分
野
で
は
、
強

震
動
・
津
波
・
豪
雨
等
の
長
・
短
期
予
測

情
報
（
総
務
省
、
文
科
省
、
国
交
省
）
を

受
け
る
と
と
も
に
、
国
交
省
の
土
木
施
設

に
関
す
る
開
発
技
術
を
相
互
活
用
し
て
、

水
利
施
設
群
の
補
強
対
策
技
術
の
開
発
を

進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

図―７　研究分野での連携の検討状況（ストックマネジメント）

３．老朽化した農業用パイプラインの構造安全性評
価手法の開発
【対象】農業用パイプライン
【内容】

・パイプラインが外力により破壊に至るまでの挙動を解明
・剛性等の性能低下がパイプの変形に与える影響を解明

【連携】パイプラインの経年的な歪みや劣化が破壊につながる機
構を踏まえた補修・補強・更新の判断手順を実証的に検証．

国土交通省
・コンクリート構造物の点検・診断技術
・既設構造物の劣化診断技術

農林水産省

経済産業省

・センサ技術

・モニタリング技術

文部科学省

・自己治癒高機能性材料の開発

・センサ型インテリジェント材料の開発

土木施設と農業水利施設
の相互の技術活用

１．自己治癒性およびアラーム機能を有する高機能
性材料の利用技術の開発
【対象】農業用コンクリート水利構造物
【内容】

・高機能性材料を農業水利施設の建設，補修・補強に
適合するよう改良

・アラーム機能を有する材料を開発
【連携】劣化した農業用コンクリート水路等を対象に，高機能性

材料等を使った補修に関する実証試験と補修後の劣化予測のた
めの実験・解析を実施．

２．老朽化した農業用水路トンネルの安全性および
対策技術の有効性評価手法の開発
【対象】農業用水路トンネル
【内容】

・水路トンネル背面空洞が構造安全性に及ぼす影響を解明
・狭い水路トンネルで生じた空洞の補修・補強工法を確立

【連携】水路トンネルを対象に，背面空洞の状態に応じた健全性
の判断と空洞充填工法の有効性を実験及び数値解析並びに現地
実証によって検証．

大学（協働とフォローアップ）
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こ
れ
ま
で
、
技
術
開
発
と
い
う
と
、
農
業
農
村
工
学

分
野
の
大
学
や
研
究
機
関
が
主
体
的
に
進
め
て
き
た

が
、
大
学
で
は
、
大
学
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
、

国
際
的
に
通
用
す
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
教
育
を
実
施

し
て
い
る
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
へ
の
取
組
は
一
定
の
評
価
が
な

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
各
大
学
は
、
単
独
存
在
／
縮
小

／
統
合
／
連
携
／
分
散
の
い
ず
れ
も
あ
り
得
、
Ｊ
Ａ
Ｂ

Ｅ
Ｅ
認
定
が
困
難
な
大
学
で
は
先
細
り
が
避
け
ら
れ
な

い
状
況
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
大
学
が

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
研
究
開
発
や
技
術
者
育
成
の
た
め

の
人
材
育
成
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
自
体
が
厳
し
い
状

況
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
２
）
産
学
官
に
よ
る
効
果
的
な
技
術
開
発

農
業
農
村
整
備
分
野
の
技
術
開
発
は
、
農
村
工
学
研

究
所
や
そ
の
他
の
試
験
研
究
機
関
、
大
学
、
民
間
企
業

が
そ
の
担
い
手
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
技
術
開
発

の
担
い
手
は
、
そ
れ
ぞ
れ
得
意
と
す
る
分
野
を
も
っ
て

お
り
、
そ
の
特
徴
を
生
か
し
た
効
率
的
な
技
術
開
発
を

推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
ら

の
機
関
の
役
割
分
担
を
明
確
化
し
、
情
報
の
共
有
化
や

共
同
研
究
の
実
施
に
努
め
、
人
材
、
資
源
等
の
有
効
活

用
を
図
る
必
要
が
あ
る
。そ
の
具
体
的
な
取
組
と
し
て
、

官
民
連
携
新
技
術
研
究
開
発
事
業
等
を
利
用
し
試
験
研

究
機
関
、
大
学
、
民
間
企
業
の
連
携
を
促
進
す
る
こ
と

に
よ
り
民
間
活
力
を
導
入
す
る
こ
と
も
技
術
開
発
を
円

滑
に
実
施
す
る
た
め
に
有
効
な
手
法
で
あ
る
。

研
究
開
発
機
関
や
大
学
は
、
研
究
開
発
費
が
削
減
傾

向
に
あ
り
、
そ
れ
を
克
服
し
、
効
率
的
な
技
術
開
発
や

人
材
育
成
を
果
た
す
に
は
、
産
学
官
連
携
に
よ
る
ス

ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。（
図

︱
８
参
照
）

そ
の
た
め
、
技
術
開
発
計
画
で
は
、
農
業
・
農
村
の

現
場
に
お
け
る
技
術
課
題
に
対
応
す
る
た
め
技
術
支
援

体
制
を
強
化
す
る
こ
と
が
必
要
と
明
記
し
て
い
る
。
既

存
の
技
術
で
対
応
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
職
員
が

技
術
情
報
を
収
集
し
技
術
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
高

度
な
技
術
課
題
に
つ
い
て
は
、
試
験
研
究
機
関
（
農
村

工
学
研
究
所
、
大
学
等
）
へ
照
会
し
、
技
術
開
発
成
果

を
基
に
技
術
支
援
を
実
施
す
る
。
さ
ら
に
、
地
方
公
共

団
体
、
土
地
改
良
区
等
と
の
意
見
交
換
や
試
験
研
究
機

関
、
民
間
企
業
等
と
の
情
報
交
換
を
行
う
体
制
を
構
築

し
、
事
業
現
場
か
ら
の
ニ
ー
ズ
や
技
術
開
発
成
果
を
官

民
で
共
有
し
、
効
率
的
に
技
術
支
援
と
技
術
開
発
を
促

進
す
る
必
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

当
所
で
は
、
現
場
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
関
係
機
関
と
の

情
報
交
換
の
促
進
、
講
習
会
・
研
究
会
等
の
充
実
、
農

工
研
Ｈ
Ｐ
・
メ
ル
マ
ガ
の
充
実
、
そ
の
他
と
し
て
共
同

研
究
、
技
術
支
援
の
調
査
、
院
生
等
の
研
究
支
援
、
委

員
会
へ
の
参
画
、
競
争
的
資
金
へ
の
参
画
、
研
究
会
へ

の
参
画
、
講
師
の
派
遣
と
講
師
の
依
頼
、
学
会
研
究
部

会
活
動
の
参
画
、
中
・
高
校
生
等
へ
の
広
報
活
動
な
ど

の
活
動
を
充
実
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

（
３
）
地
域
レ
ベ
ル
で
の
行
政
と
大
学
等
と
の
情
報
交

換
の
強
化
を

例
え
ば
、
国
営
事
業
所
等
の
特
定
課
題
（
ダ
ム
、
ス

ト
マ
ネ
課
題
等
）
に
関
す
る
検
討
・
技
術
相
談
等
に
つ

い
て
は
、
既
に
事
業
所
等
と
大
学
（
地
域
）
教
官
と
の

一
定
の
交
流
は
保
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
特
定

課
題
以
外
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
情
報
交
換
が
な
さ
れ
な

か
っ
た
り
、
大
学
内
の
そ
の
他
の
教
官
（
特
に
若
手
、

中
堅
）
と
の
関
係
は
疎
遠
で
あ
っ
た
り
す
る
場
合
が
多

い
。
こ
の
た
め
、「
地
域
レ
ベ
ル
で
の
行
政
と
大
学
等

図―８　技術開発の推進のための連携の必要性

多様な共同研究の推進
・多様な活動
・多様な資金

による複合的対応

農業農村整備に関する
技術開発計画

技術開発の展開方向

技術開発の推進

独法の試験研究機関
（農村工学研究所等）

の研究活動

大学の
研究活動

民間企業
の技術開発

都道府県
の技術開発

共通認識

基礎研究

応用研究

開発研究

活用技術開発

（開発研究から生み出さ
れる技術）

①実用化技術①実用化技術

②事業化技術②事業化技術

多様な共同
研究は，

研 究 開 発
の各段階で
取り組む

技術開発のスピ－ドアップと開発技術の普及

「農業農村整備事業に関する技術開発計画 参考」より抜粋
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と
の
情
報
交
換
の
場
」
を
定
期
的
（
年
に
１
～
２
回
を

想
定
）
に
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、
関
係
組
織
間
の
課

題
の
共
有
、
関
係
者
間
で
の
企
画
提
案
、
研
究
開
発
の

相
互
の
評
価
の
場
と
し
て
期
待
で
き
る
。

「
地
域
レ
ベ
ル
で
の
情
報
交
換
の
場
」に
つ
い
て
は
、

大
学
、
学
会
、
国
営
事
業
所
、
民
間
（
一
財
含
む
）、

農
工
研
が
関
わ
り
、
農
政
局
が
主
体
と
な
っ
て
国
営
事

業
地
区
（
完
了
地
区
含
）
の
現
状
や
課
題
等
を
主
と
し

て
取
り
扱
う
こ
と
が
強
く
期
待
さ
れ
る
。（
図
︱
９
参
照
）

さ
ら
に
、
学
会
：
支
部
大
会
開
催
の
機
会
を
と
ら
え
、

情
報
交
換
の
場
の
設
定
を
検
討
す
る
こ
と
も
視
野
に
入

れ
る
な
ど
多
様
な
主
体
に
よ
る
多
様
な
形
態
の
取
組
が

必
要
で
あ
る
。

国
、
農
工
研
、
大
学
、
団
体
、
民
間
な
ど
が
連
携
し

各
機
関
が
取
り
組
め
る
技
術
開
発
及
び
技
術
開
発
に
関

わ
る
人
材
育
成
に
関
わ
る
取
組
は
、
中
長
期
的
な
視
点

を
含
め
て
、
図
︱
10
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
と
な
る
。
他

の
分
野
で
は
、
大
学
と
企
業
が
連
携
し
て
技
術
開
発
の

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
と
人
材
育
成
な
ど
様
々
な
取
組
が
進

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
今
で
き
る
こ
と

を
各
機
関
が
真
剣
に
考
え
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。

（
４
）
人
材
育
成

人
材
育
成
の
基
本
は
、
研
修
担
当
者
自
ら
人
材
育
成

の
重
要
性
を
自
覚
し
、
意
識
改
革
を
進
め
る
こ
と
、
そ

し
て
自
分
を
乗
り
越
え
さ
せ
る
熱
意
が
無
け
れ
ば
人
材

育
成
は
果
た
せ
な
い
と
考
え
て
い
る
。

農
業
農
村
整
備
分
野
の
人
材
育
成
は
、
農
村
振
興
局

技
術
研
修
（
中
央
研
修
）、
農
村
工
学
技
術
研
修
（
農

工
研
研
修
）
及
び
地
方
農
政
局
専
門
技
術
研
修
（
地
方

研
修
）
の
３
者
に
よ
り
人
材
育
成
を
行
っ
て
い
る
が
、

ま
だ
十
分
周
知
さ
れ
て
い
な
い
状
況
を
踏
ま
え
て
、
広

く
行
政
技
術
者
に
広
報
し
て
農
業
農
村
整
備
技
術
研
修

に
お
け
る
農
工
研
の
位
置
づ
け
や
役
割
分
担
の
明
確
化

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
そ
の
基
本
と
な
る
計
画
的
な
人
材
育
成
に
向

け
育
成
強
化
す
べ
き
分
野
、
例
え
ば
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
や
防
災
・
減
災
分
野
な
ど
を
学
会
等
に
提
案
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
Ｃ
Ｐ
Ｄ
認
定
制

度
に
お
け
る
農
工
研
専
門
研
修
の
新
た
な
位
置
づ
け
と

し
て
、
農
工
研
の
技
術
研
修
の
受
講
、
情
報
提
供
型
Ｃ

Ｐ
Ｄ
を
取
得
（
特
に
講
師
を
経
験
）
し
た
者
等
、
全
体

に
お
け
る
Ｃ
Ｐ
Ｄ
ポ
イ
ン
ト
が
一
定
の
割
合
を
占
め
て

い
る
技
術
者
を
専
門
技
術
指
導
者
と
し
て
認
定
し
て
い

く
こ
と
に
つ
い
て
農
業
農
村
工
学
会
に
要
望
し
て
い
く

こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
基
本
的
な
考
え
を

も
と
に
、
以
下
の
具
体
的
な
対
策
を
進
め
た
い
と
考
え

て
い
る
。（
図
︱
11
参
照
）

図―10　各組織による全体的な活動と資金確保のイメージ

必要な活動

①共同研究（純粋な、対等な研究）

②共同研究（資金提供型）

③技術支援の調査

④新技術の習得

⑤院生等の研究支援

⑥事業現場の見学、実習

⑦委員会への参画

⑧競争的資金への参画

⑨研究会への参画

⑩講師の派遣と講師の依頼

⑪大学におけるCPDプログラムの実施

⑫学会研究部会活動の再編

⑬中・高校生等への広報活動

⑭農地保全住民参加型団体のインキュベーター活動

⑮その他社会貢献活動

活動資金の確保対策

①独法の交付金

②研究に関する競争的資金

③学会学術基金

④団体の自主資金

⑤行政の調査費、測量試験費

⑥民間の寄付金

⑦官民連携事業費

⑧ふるさと水と土保全基金等行政の資金

⑨特許許諾料見合いの新規研究費

⑩学会支部活動費、部会活動費

⑪県、市町村、改良区からの技術開発費

⑫その他

各機関
大学，民間，学会，
行政，農工研等々

共通目標

最適手法の選択

図―９　地域レベルでの情報交換の場

図―11　農工研専門研修の新たな位置づけ
中堅技術者

参加学習型

その他
・情報提供型
・実務学習型
・技術協力型
・自己学習
・資格・受賞

専門技術者 フェロー技術者

½

½
専門技術指導者

その他
・情報提
供型

の技術
指導（講
師）のポ
イントが
高い

参加学
習型の
中で農
工研の
技術研
修のポ
イントが
高い

C
P
D
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①
農
工
研
の
研
修
の
魅
力
度
ア
ッ
プ

農
工
研
な
ら
で
は
の
実
践
研
修
を
目
指
す
た
め
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
実
践
的
実
験
、
実
習
を
増
や
し
、
現
場

感
を
磨
く
よ
う
な
タ
イ
ム
リ
ー
な
研
修
コ
ー
ス
を
工
夫

す
る
。
ま
た
、
主
要
普
及
成
果
の
講
義
・
実
習
を
盛
り

込
む
な
ど
提
供
方
法
の
工
夫
を
図
る
。
新
た
な
技
術
分

野
に
対
応
し
た
地
方
農
政
局
な
ど
の
研
修
コ
ー
ス
間
の

連
続
性
を
確
保
す
る
。
さ
ら
に
新
分
野
に
お
け
る
講
師

陣
に
民
間
等
の
共
同
研
究
者
を
登
用
し
、
調
査
・
計
画

技
術
と
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
施
で
重
要
な
仮

設
計
画
技
術
の
向
上
な
ど
を
図
る
方
針
で
あ
る
。

②
行
政
技
術
者
の
技
術
力
向
上

行
政
技
術
者
の
基
礎
力
の
向
上
の
た
め
、
地
方
に
お

い
て
実
践
集
中
講
義
の
開
催
を
検
討
す
る
ほ
か
、
建
設

現
場
の
実
態
感
を
付
与
す
る
た
め
、
現
場
で
必
要
な
基

礎
力
ア
ッ
プ
や
考
え
る
力
の
向
上
を
図
る
。
新
設
建
設

現
場
を
知
ら
な
い
技
術
者
に
対
し
て
ダ
ム
、
頭
首
工
な

ど
大
規
模
な
工
事
に
お
け
る
施
工
ビ
デ
オ
、
ま
た
、
工

夫
が
求
め
ら
れ
る
ス
ト
マ
ネ
な
ど
の
工
事
に
必
要
な
仮

設
施
工
を
編
集
し
、
講
義
を
充
実
さ
せ
る
。
Ｊ
Ａ
Ｇ
Ｒ

Ｅ
Ｅ
に
よ
る
農
業
・
農
村
ウ
ェ
ブ
カ
レ
ッ
ジ
と
の
連
携

を
検
討
し
、
農
工
研
の
講
義
を
記
録
す
る
な
ど
の
取
組

を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。（
写
真
︱
１
、２
参
照
）

ため池ハザードマップ講習会

ため池等の簡易なせん断強度調査法に関する現場実習

写真―１　主要普及成果の講義・実習

RC はりの破壊試験

被害範囲 小学校
県道

ため池
（若杉堤）

病院
高校

ジオテキスタイルを活用したため池堤体の改修技術
に関する現場実習

水理実習（開水路オリフィス堰）

機能診断調査実習
（自然電位測定器による鉄筋腐食状態の推定）

マイクロスコープによる診断技術の実演

写真―２　魅力度アップのための実践的講義・実習
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③
時
代
の
変
化
を
先
取
り
し
た
行
政
技
術
者
の
人
材
育
成

地
方
開
催
も
含
め
た
各
種
研
究
会
と
同
時
に
開
催
す

る
研
修
を
工
夫
し
、
行
政
技
術
者
の
参
加
し
や
す
い
手

法
を
検
討
す
る
。
つ
く
ば
以
外
で
行
う
最
適
な
行
政
現

場
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
活
用
す
る
講
義
を
増
や
し
、
経

験
豊
か
な
行
政
技
術
者
を
講
師
に
登
用
す
る
。
ま
た
、

た
め
池
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
、
ダ
ム
、
農
地
海
岸
な
ど
地

域
固
有
の
特
徴
を
と
ら
え
た
テ
ー
マ
の
工
夫
を
図
る
。

７
．
終
わ
り
に

現
在
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
の
見
直
し
が
進

め
ら
れ
て
い
る
が
、
必
要
な
こ
と
は
急
激
に
変
化
す
る

農
業
、
農
村
の
姿
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
そ
れ
を
も
と
に
技

術
開
発
の
方
向
を
明
確
に
し
て
、
関
係
者
が
共
有
す
る

こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
限
ら
れ
た
予
算
と
人
材
で
実
現

し
て
い
く
た
め
に
は
産
学
官
の
連
携
に
積
極
的
に
取
り

組
む
こ
と
が
重
要
で
、
そ
の
た
め
に
は
、
技
術
開
発
に

し
て
も
、
技
術
者
育
成
に
し
て
も
そ
れ
を
中
核
的
に
進

め
ら
れ
る
人
材
の
確
保
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

取
組
は
モ
ン
ス
ー
ン
ア
ジ
ア
諸
国
の
水
田
農
業
地
域
に

対
す
る
先
導
的
な
役
割
も
果
た
す
も
の
と
確
信
し
て
い

る
。そ

の
意
味
で
、
す
べ
て
の
関
係
機
関
に
時
間
的
余
裕

は
な
い
。
建
設
業
界
に
お
い
て
も
、
次
代
を
先
導
で
き

る
人
材
は
豊
富
に
お
ら
れ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
様
々

な
連
携
の
取
組
に
積
極
的
に
参
画
し
て
頂
き
た
い
と

願
っ
て
い
る
。

な
お
、
農
山
漁
村
の
美
し
さ
は
、
そ
の
外
観
の
み
に

と
ど
ま
ら
ず
、
土
、
水
の
匂
い
や
感
触
、
せ
せ
ら
ぎ
の

音
や
潮
騒
な
ど
五
感
で
感
じ
る
要
素
と
、
地
域
の
伝
統

文
化
等
に
支
え
ら
れ
た
集
落
の
活
力
な
ど
幅
広
く
知
性

に
訴
え
か
け
て
く
る
要
素
の
相
乗
的
な
働
き
に
よ
っ
て

醸
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
人
間
が
厳
し
い
自
然
に
働

き
か
け
、
創
意
･
工
夫
を
行
い
な
が
ら
生
活
を
営
ん
で

き
た
農
山
漁
村
で
は
、
自
然
の
造
形
を
背
景
と
し
、
気

候
風
土
に
あ
わ
せ
て
農
林
漁
業
を
営
む
中
で
編
み
出
さ

れ
て
き
た
生
き
る
た
め
の
技
や
、
人
々
の
生
活
や
暮
ら

し
の
息
遣
い
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
に
固
有
の
個
性
あ
る
美
し
い
風
景
が
つ
く
ら
れ
て
き

た
。
農
山
漁
村
で
は
、
農
林
漁
業
の
生
産
に
関
わ
る
農

地
・
森
林
の
土
地
利
用
、
漁
場
や
整
っ
た
集
落
の
た
た

ず
ま
い
な
ど
、
生
産
、
生
活
に
関
わ
る
秩
序
を
反
映
し

た
美
し
さ
、
自
然
資
源
の
持
つ
多
様
な
美
し
さ
、
地
域

の
伝
統
行
事
や
文
化
な
ど
が
醸
し
出
す
伝
統
的
な
美
し

さ
な
ど
、
様
々
な
視
点
か
ら
美
し
さ
を
捉
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
意
味
か
ら
、
水
土
の
知
を
担
う
す
べ
て

の
技
術
者
及
び
研
究
者
は
、
ア
ー
ト
な
思
想
が
求
め
ら

れ
、
技
術
の
適
用
や
開
発
の
視
点
に
は
不
可
欠
で
あ
る

こ
と
も
肝
に
銘
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
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